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人
は
誰
し
も
が
そ
う
だ
と
思
う
が
、
幼
い
時
の
記
憶
は

あ
ま
り
無
い
。
覚
え
て
い
て
も
騒
動
を
起
こ
し
大
騒
ぎ
に

な
っ
て
い
る
風
景
だ
っ
た
り
、
こ
っ
ぴ
ど
く
恥
ず
か
し
か
っ

た
事
や
怒
ら
れ
た
事
だ
っ
た
り
す
る
▼
私
は
、
幼
稚
園
児

だ
っ
た
頃
、
持
っ
て
い
た
お
も
ち
ゃ
を
自
慢
し
た
友
達
の

態
度
が
気
に
触
り
、
遊
ん
で
い
た
仲
間
と
一
緒
に
そ
の
お

も
ち
ゃ
を
隠
し
、
困
ら
せ
て
や
ろ
う
と
し
た
。
ほ
ん
の
い

た
ず
ら
心
の
つ
も
り
が
大
騒
ぎ
と
な
り
、
そ
の
後
こ
っ
そ

り
元
に
戻
し
、
見
付
け
て
あ
げ
た
ふ
り
を
し
た
の
だ
が

そ
の
子
は
母
親
に

｢

し
っ
か
り
捜
さ
な
い
か
ら｣

と
責
め

ら
れ
泣
い
て
い
た
。
こ
の
時
の
何
と
も
い
え
な
い
後
め
た

さ
は
今
だ
に
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
い
る
。
そ
の
際
祖
父
が

私
の
異
変
に
気
が
付
い
た
の
だ
ろ
う
、
根
堀
り
葉
堀
り
何

が
あ
っ
た
か
聞
い
て
き
た
。
つ
い
に
事
の
真
相
を
話
し
た

が
、
そ
の
後
の
記
憶
は
な
い
。
た
だ
そ
の
時
、
当
た
り
前

の
事
で
は
あ
る
が
人
の
大
切
な
物
に
い
た
ず
ら
を
し
て
は

い
け
な
い
と
い
う
認
識
を
身
に
付
け
た
の
だ
と
思
う
。
因

み
に
つ
い
最
近
そ
の
友
達
に
事
実
を
話
し
た
が
、
彼
は
全

く
覚
え
て
い
な
か
っ
た
▼
幼
児
期
の
子
供
は
ま
だ
善
悪
の

区
別
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
な
の
で
自
分
が
行
っ
た
事
を

周
囲
の
反
応
や
親
の
行
動
で
把
握
し
、
反
省
し
、
学
ん
で

ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
大
人
達
は
子
供
達
を
見
護
り

些
細
な
事
で
も
見
逃
さ
ず
気
付
い
て
や
り
、
対
応
し
て
あ

げ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
が
理
論
だ
け
で
は
学
べ
な
い

生
き
た
道
徳
で
あ
る
と
信
ず
る
▼
寒
川
神
社
が
青
少
年
を

育
成
す
る
施
設｢

少
年
館｣

に
五
年
前
入
館
し
た
や
ん
ち
ゃ

坊
主
達
は
、
今
で
は
講
師
を
手
伝
い
、
低
学
年
を
纏
め
る

ま
で
に
な
っ
た
。
本
当
に
驚
く
程
の
成
長
で
あ
る
。
今
年

の
入
館
生
は
二
十
九
名
。
指
導
員
と
し
て
、
互
い
に
気
付

き
、
気
付
か
さ
せ
ら
れ
乍
ら
成
長
し
、
や
が
て
大
人
同
士

で
ゆ
っ
く
り
語
り
合
い
た
い
。
そ
ん
な
思
い
に
さ
せ
ら
れ

る
ほ
ろ
苦
い
幼
児
期
の
思
い
出
で
あ
る
。

(

野
村
尚
広)
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四
月
六
日(
土)
・
七
日(

日)

の
両
日
に
亘
り
、
年
参
講
大
祭

が
盛
大
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た

こ
の
祭
典
は
、
農
作
業
が
一

段
落
す
る
こ
の
時
期
に
、
寒
川

町
内
の
氏
子
を
始
め
各
地
域
の

講
社
団
体
の
方
々
が
、
境
内
に

咲
き
誇
る
桜
花
を
愛
で
つ
つ
参

拝
し
、
日
頃
の
御
神
恩
に
感
謝

の
念
を
捧
げ
る
と
共
に
、
地
域

の
安
全
と
講
員
の
無
病
息
災
を

祈
る
お
祭
り
で
す
。

本
年
は
、
六
日
の
昼
頃
よ
り

大
雨
が
降
り
、
強
風
が
吹
き
つ

け
、
荒
天
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た

が
、
翌
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ

予
定
通
り
に
祭
事
が
執
行
さ
れ

ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
氏
子
総
代
主

催
に
よ
る
奉
納
演
芸
大
会
も
賑

や
か
に
開
か
れ
、
カ
ラ
オ
ケ
や

舞
踊
が
披
露
さ
れ
、
客
席
よ
り

盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
お
り

ま
し
た
。
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相
模
國
式
内
社
の
会
で
は
恒

例
の
巡
拝
会
を
実
施
致
し
ま
し
た

三
十
五
回
を
迎
え
た
今
回
の

巡
拝
会
は
、
記
念
行
事
と
し
て

初
め
て
一
泊
二
日
で
行
わ
れ
茨

城
・
群
馬
県
を
訪
れ
ま
し
た

先
ず
式
内
社

(

名
神
大
社)

で
あ
り
、
東
茨
城
郡
に
鎮
座
す

る
大
洗
磯
前
神
社
を
正
式
参
拝

し
、
飯
塚
宮
司
様
よ
り
神
社
の

歴
史
や
氏
子
の
教
化
育
成
に
つ

い
て
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

続
い
て
水
戸
市
に
鎮
座
す
る

常
磐
神
社
を
参
拝
し
、
隣
接
す

る
偕
楽
園
を
散
策
、
梅
や
桜
の

花
を
愛
で
、
袋
田
温
泉
に
て
宿

泊
し
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
袋
田
の
滝
を
観

賞
し
自
然
の
雄
大
さ
を
満
喫
し

た
後
、
鯉
の
ぼ
り
の
数
世
界
一

を
誇
る
館
林
こ
い
の
ぼ
り
の
里

を
見
学
致
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
常
磐
神
社
の
御
祭

神
で
も
あ
る
水
戸
光
圀
公
が
健

康
を
考
え
食
し
た
物
を
再
現
し

た
黄
門
料
理
を
賞
味
し
、
食
の

大
切
さ
を
体
験
し
た
り
、
佐
野

厄
除
け
大
師
・
茂
林
寺
を
視
察

す
る
な
ど
多
彩
な
研
修
と
な
り

参
加
者
か
ら
も

｢

有
意
義
な
旅

行｣

と
好
評
も
頂
け
、
無
事
散

会
致
し
ま
し
た
。

▲宮山役員参列し､ 年参講をお仕えする

▲舞踊奉納

▲参加者全員で熱唱

▲大洗磯前神社

▲常磐神社

先
帝
昭
和
天
皇
の
御
誕
生
日

で
あ
る
四
月
二
十
九
日
は

｢

激
動
の
日
々
を
経
て
、
復
興

を
遂
げ
た
昭
和
の
時
代
を
顧
み

国
の
将
来
に
思
い
を
い
た
す｣

の
趣
旨
に
て
、
平
成
十
七
年

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
改

正
に
よ
り

『

昭
和
の
日』

と
な

り
平
成
十
九
年
に
施
行
さ
れ

現
在
に
至
り
ま
す
。

当
日
は
早
朝
に
、
職
員
全
員

参
列
の
も
と

｢
昭
和
祭｣

を
斎

行
し
、
常
に
も
国
民
と
苦
楽
を

共
と
し
、
日
夜
国
民
の
幸
福
を

願
わ
れ
た
、昭
和
天
皇
の
大
御

心
を
拝
し
、
皇
室
の
弥
栄
と
国

家
・
国
民
の
平
安
と
繁
栄
を
祈

念
い
た
し
ま
し
た
。
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こ
の
祭
典
は｢
こ
う
の
ま
ち｣

と
も
呼
ば
れ
、
大
磯
町
国
府
本

郷
の
神
揃
山
に
相
模
国
一
之
宮

寒
川
神
社
・
二
之
宮
川
勾
神
社

・
三
之
宮
比
々
多
神
社
・
四
之

宮
前
鳥
神
社
・
平
塚
八
幡
宮
の

神
々
が
神
輿
に
て
参
集
し
、
古

式

｢

座
問
答｣

が
行
わ
れ
、
そ

の
後
大
矢
場
に
て
神
対
面
の
儀
・

国
司
奉
幣
の
儀
が
行
わ
れ
ま
す

�
�
�
�
�

�
�
�
��
�
�

七:

〇
〇

諸
員
参
集

七:

二
〇

遷

霊

祭

七:

五
〇

発

輿

祭

�
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�
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九:

〇
〇

平
塚
通
過
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一
三:

五
〇

神
揃
山
発
輿
祭

一
四:

〇
〇

神
揃
山
発
輿

一
五:

〇
〇

大
矢
場
着
御
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一
六:

〇
〇

大
矢
場
発
輿
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�発輿祭

�神対面の儀

�
座
問
答
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※
本
年
は
大
矢
場
へ

大
神
輿
が
渡
御
致
し
ま
す
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当
神
社
で
は
、
終
戦
記
念
日
で
あ
る
八
月

十
五
日
に
、
先
の
大
戦
で
祖
国
の
平
和
を
願

い
つ
つ
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
英
霊
へ

の
慰
霊
と
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
り
、
毎
年

｢

相
模
薪
能｣

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

第
四
十
四
回
を
迎
え
る
本
年
は
、
神
宮
式

年
遷
宮
の
年
で
あ
り
、
こ
れ
を
記
念
し
て
伊

勢
に
縁
の
あ
る
曲
が
演
能
さ
れ
ま
す
。

尚
、
申
し
込
み
方
法
等
の
詳
細
は
、
次
号

に
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
の
で
、
ご
参
照
頂

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�能 ｢絵馬｣

▼狂言 ｢伊文字｣

�能
｢歌占｣

�
�

�
�

●
能

絵え

馬ま

観
世

喜
正
ほ
か

●
狂
言

伊い

文も

字じ

野
村

萬
斎
ほ
か

●
能

歌う
た

占う
ら

中
森

貫
太
ほ
か

�
�
�
�
�

平
成
二
十
五
年
八
月
十
五
日(

木)

午
後
五
時
半
予
定

�
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寒
川
神
社
境
内
内
特
設
能
舞
台
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去
る
四
月
二
十
一
日
、
日
本

画
家
で
あ
る
山
岸
泉
淋
氏
の
描

い
た

｢

燕
子
花
図｣

が
当
神
社

に
納
入
さ
れ
ま
し
た
。

山
岸
泉
淋
氏
は
、
多
摩
美
術

大
学
絵
画
科
日
本
画
専
攻
を
卒

業
後
、
パ
リ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

な
ど
で
個
展
を
催
さ
れ
ま
し
た

ま
た
、
京
都
高
台
寺
本
堂
の
襖

絵
や
、
藤
沢
本
蓮
寺
に
天
井
画

や
襖
絵
を
納
め
た
他
、
菓
子
や

飲
料
品
な
ど
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も

手
掛
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の｢
燕
子
花
図｣

は
、
尾
形
光
琳
ら
が

作
り
上
げ
た
琳
派
の

世
界
観
を
現
代
に
表

現
し
た
い
と
い
う

山
岸
氏
の
深
い
想
い

が
込
め
ら
れ
て
お
り

日
本
の
伝
統
色
で
あ

る
群
青
、
緑
青
の
燕

子
花
が
凛
と
し
た
姿

勢
で
水
場
に
群
生
し

咲
き
誇
る
姿
に
、
日

本
古
来
の｢

間｣

が
感

じ
ら
れ
、
自
然
と
共

存
す
る
和
の
美
し
さ

が
溢
れ
て
お
り
ま
す

�
�
�
�

�
�
�
�
�

神
社
音
楽
協
会
の
先
�
径
子

先
生
を
お
招
き
し
、
浦
安
の
舞

講
習
会
を
開
催
致
し
ま
し
た

｢

あ
め
つ
ち
の

神
に
ぞ
い

の
る

あ
さ
な
ぎ
の

海
の
ご

と
く
に

波
た
た
ぬ
世
を｣

と

昭
和
天
皇
が
御
詠
み
に
な
ら
れ

た
御
製
に
楽
を
つ
け
奉
唱
す
る

こ
の
舞
は
、
神
様
の
御
神
威
を

和
め
奉
る
神
前
神
楽
で
す
。

受
講
生
は
、
正
し
い
形
で
奉

奏
で
き
る
よ
う
先
生
の
一
言
一

言
に
注
意
を
払
い
真
剣
に
学
び

充
実
し
た
講
習
会
と
な
り
ま
し

た
。

去
る
四
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
、
県
神
社
庁
祭
祀
委
員
会
主

催
の

｢

祭
祀
視
察
研
修｣

と
し
て
タ
イ
王
国
バ
ン
コ
ク
水
か
け
祭
り

(

ソ
ン
ク
ラ
ー
ン)

と
ア
ユ
タ
ヤ
世
界
遺
産
視
察
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

十
三
日
早
朝
現
地
に
到
着
し
た
後
、
ま
ず
世
界
遺
産
で
あ
る
ア
ユ

タ
ヤ
に
向
か
い
、
有
名
な
木
の
根
で
覆
わ
れ
た
仏
頭
が
残
る
ワ
ッ
ト
・

マ
ハ
タ
ー
ト
を
始
め
数
々
の
遺
跡
群
又
、
パ
ン
パ
イ
ン
宮
殿
や
旧
日
本

人
町
跡
を
視
察
の
後
、
象
乗
り
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

バ
ン
コ
ク
へ
の
帰
路
で
は
、
早
速
い
た
る
所
で
バ
ス
に
向
か
っ
て
の

｢

水
か
け｣

を
受
け
、
夕
食
後
は
市
中
へ
出
て
、
市
民
・
観
光
客
共
に

隔
て
な
く
無
礼
講
で
水
を
掛
け
合
う
民
間
習
俗
と
し
て
の｢

水
か
け
祭

り｣

を
全
身
ズ
ブ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
体
験
し
て
参
り
ま
し
た
。

翌
日
は
、
午
前
中
郊
外
の
水
上
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
視
察
、
午
後
は
王

宮
、
エ
メ
ラ
ル
ド
寺
院
、
ワ
ッ
ト
ポ
ー
、
ワ
ッ
ト
ア
ル
ン
、
ま
た
最
終

日
に
は
大
理
石
寺
院
等
々
市
内
寺
院
を
巡
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は

タ
イ
の
旧
正
月
に
当
た
る
為
、
各
寺
院
と
も
観
光
客
の
み
な
ら
ず
地
元

参
詣
者
で
賑
わ
い
、
熱
心
に
参
拝
す
る
姿
に
タ
イ
人
の
信
仰
の
篤
さ
を

感
じ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

二
泊
三
日
の
強
行
軍
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
異
国
の
宗
教
、
伝
統

文
化
の
一
端
に
触
れ
る
事
が
出
来
、
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た

�アユタヤ遺跡

�王宮前広場にて

�
左

�
右

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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寒
川
町
・
寒
川
町
体
育
協
会

主
催
に
よ
る

｢
第
六
十
三
回
観

桜
駅
伝
競
走
大
会｣
が
四
月
七

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
桜
の
開
花
時
期
が
早

く
、
見
頃
を
過
ぎ
て
の
開
催
で

し
た
が
、
町
内
外
よ
り
七
十
八

チ
ー
ム
、
三
九
〇
人
が
参
加
し

た
大
会
と
な
り
、
寒
川
神
社
前

を
ス
タ
ー
ト
し
た
選
手
達
は

参
道
を
駆
け
抜
け
自
慢
の
健
脚

を
競
い
ま
し
た
。

強
風
の
悪
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

の
中
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

た
Ｔ
Ｈ
Ｅ
小
松
チ
ー
ム
と
中
島

中
学
校
チ
ー
ム
が
見
事
一
之
宮

賞
(

第
二
部
・
第
三
部
優
勝)

に
輝
き
、
そ
の
栄
誉
が
称
え
ら

れ
ま
し
た
。

一
、
兼

題

夏
座
敷

二
句

(

会
費
千
円
を
添
え
て
投
句
の
こ
と)

〆

切

五
月
二
十
日
必
着

(

会
費
の
添
え
て
な
い
場
合
は
受
理
し
ま
せ
ん)

宛

先

〒
二
五
三－

〇
一
〇
六

寒
川
町
宮
山
一
七
一
六－

五

飛
石
靖
利

一
、
大

会

日

時

九
月
一
日(

日)

午
前
十
時
受
付
開
始

場

所

寒
川
神
社
参
集
殿
四
階

(

相
模
線
宮
山
駅
下
車
徒
歩
五
分)

席

題

当
日
発
表

(

投
句
〆
切
十
一
時)

大
会
当
日
の
費
用
は
不
要

一
、
表

彰

菊
花
御
紋
賞
状
の
一
之
宮
賞
以
下
五
十
位
ま
で
賞
品
贈
呈

一
、
選

者

客
選

各
地
区
先
生

謝
選

主
催
者
代
表

お
知
り
合
い
へ
参
加
御
勧
誘
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

主
催

寒
川
俳
壇
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茅
ヶ
崎
・
寒
川
短
歌
会
に
よ

る
、
春
の
短
歌
大
会
が
、
四
月

七
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

数
多
く
の
作
品
の
中
よ
り

厚
木
市
在
住
の
深
沢
富
美
子
氏

の
歌
が
一
之
宮
賞
に
選
出
さ
れ

賞
状
及
び
賞
品
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

�

�
�
�
�
�
�
�
�

	

�
�
�
�
�

�
�
�
	 �


��
�



�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�


�
�

深
沢

富
美
子
&
'
(
)
*
+
,
-
.
/
"
#
$
%

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

*
+
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

�
�

�
�

	



�

当
神
社
社
報

｢

相
模｣
に
毎

月
四
季
折
々
の
俳
句
を
献
じ
ら

れ
て
お
り
ま
す
寒
川
俳
壇
の
年

次
総
会
が
去
る
四
月
一
日
に
開

催
さ
れ
、
そ
の
席
上
本
年
度
の

優
秀
句
が
発
表
さ
れ
ま
し
た

最
優
秀
句
に
は
、
三
輪
恭
子

氏
の
句
が
選
ば
れ
、
当
神
社
よ

り
一
之
宮
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た

�
�
�
�
(

年
間
最
優
秀
句)
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三
輪

恭
子
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少
年
活
動
だ
よ
り
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花
散
ら
し
の
雨
が
降
る
去
る

四
月
二
日

(

火)

、
少
年
館
で

は
新
た
に
入
館
す
る
新
入
館
生

を
迎
え
、
入
館
奉
告
祭
と
入
館

式
を
行
い
ま
し
た
。

先
ず
神
社
本
殿
に
於
い
て
入

館
奉
告
祭
を
斎
行
し
、
こ
れ
か

ら
過
ご
す
少
年
館
で
の
健
や
か

な
成
長
を
祈
願
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
少
年
館
に
会
場
を

移
し
入
館
式
が
行
わ
れ
、
館
長

先
生
や
講
師
の
先
生
か
ら
記
念

品
と
祝
福
の
言
葉
を
頂
き
、
ま

た
在
館
生
か
ら
も
歓
迎
の
挨
拶

を
受
け
、
不
安
と
緊
張
の
面
持

ち
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た

今
回
、
男
子
十
六
名
、
女
子

十
三
名
計
二
十
九
名
が
加
わ
り

在
館
生
と
合
わ
せ
百
二
十
一
名

が
少
年
館
に
通
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
講
座
を
受
け
る
こ
と
に

よ
り
、
一
人
一
人
が
感
性
を
磨

き
個
性
を
伸
ば
し
、
自
信
を
持
っ

て
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

講
師
の
先
生
方
、
指
導
員
も

過
去
最
多
と
な
る
在
館
生
に
対

し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
心
を
引

き
締
め
、
一
緒
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

こ
の
度
、｢

心
の
教
育｣

講

座
に
前
寒
川
町
教
育
長
で
あ
り

ま
し
た
三
澤
芳
彦
様
に
講
師
を

引
き
受
け
て
頂
き
、
四
月
か
ら

講
座
が
再
開
致
し
ま
す
。

道
徳
教
育
の
重
要
性
が
見
直

さ
れ
て
き
た
昨
今
、
少
年
館
で

は
こ
れ
ま
で
も
館
生
が
伝
統
文

化
に
触
れ
な
が
ら
挨
拶
や
躾
を

基
本
に
指
導
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
尚
一
層
豊
か
な
心
が
育

ま
れ
る
よ
う
三
澤
様
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
ご
指

導
を
頂
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の

｢

心
の
教
育｣

講
座
は
、
三
澤
様
の
お
父
様
で

あ
り
ま
す
故
三
澤
祐
一
様
が
初

め
て
担
当
し
た
講
座
で
、
親
子

二
代
に
亘
り
少
年
館
の
講
師
を

お
勤
め
頂
く
こ
と
と
な
り
、
改

め
て
少
年
館
の
歴
史
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
ま
す
。
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去
る
四
月
二
十
一
日
、
ス
カ

ウ
ト
ハ
ウ
ス
に
て
入
団
式
・
フ

ラ
イ
ア
ッ
プ
式
・
巣
立
ち
式
を

行
い
ま
し
た
。

新
た
に
入
団
し
た
ス
カ
ウ
ト

達
は
上
手
に

｢

や
く
そ
く
と
お

き
て｣

を
言
い
、
フ
ラ
イ
ア
ッ

プ
し
た
ス
カ
ウ
ト
は
今
年
の
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
は
一
名
が
巣
立
ち
、
こ
れ
ま

で
の
思
い
出
や
こ
れ
か
ら
の
夢

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

本
年
も
、
ス
カ
ウ
ト
達
そ
れ

ぞ
れ
に
描
く
夢
や
目
標
に
近
づ

け
る
活
動
の
ス
タ
ー
ト
日
に
な

り
ま
し
た
。

��������	
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��������	
��
と き ５月３日(金)

９時～14時 ※雨天順延
ところ 寒川神社 馬場
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※同日10時～12時
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 � ５月23日(木)
午後２時～３時


�
 寒川神社 参集殿

	 � �����
���

� � 医局長

木 勢 佳 史

入場無料 申込不要
ご来場をお待ちしております｡

������������

寒 川 病 院
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薬
剤
師

川
�
万
里
奈

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

看
護
師

�
籠

菜
美

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
五
年
五
月
一
日
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看
護
師

玉
代
勢
由
紀

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
五
年
四
月
三
十
日
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	 $
午前

１診 栗田啓司 武村文夫 栗田啓司 鳴海裕之 栗田啓司 武村文夫 1,3,5週
鳴海裕之 2,4週

２診 早苗 努 石田正之 早苗 努 円谷斉子 栗田啓司 1,3,5週
早苗 努 2,4週

３診
午後 石田正之 鳴海裕之 武村文夫 石田正之 円谷斉子

% & 	 $
午前
午後 栗田啓司

'()	$
午前
午後 石田正之 1,2,3,5週

�*+,$ 午後 内山光昭

-.�	$
午前 丸山真弓 丸山真弓 武村文夫 丸山真弓
午後 武村文夫 宮武 範

/0)	$
午前 干場泰成 神田茂孝

午後 15時から
原田厚4週 早苗 努

1 $

午前
１診 木勢佳史 原 正 徳田裕(乳腺) 原 正 田中 豊 原 正 1,3,5週

木勢佳史 2,4週

２診 劉孟娟(乳腺) 石田秀樹 岡村卓穂(乳腺) 劉 孟娟 劉 孟娟

午後
１診 原 正 鍋島一仁 15時30分まで担当医 岡村卓穂(乳腺) 木勢佳史

２診 15時30分まで
劉孟娟(乳腺)

2%&1$ 午後 富永二郎
3 4 $ 午後 太田多美 眞鍋泰明 川井麻友
5 . ) $ 午前 福田 護

6 7 1 $
午前

１診 赤塚正洋 赤塚正洋 赤塚正洋 金 俊男 赤塚正洋 赤塚正洋 2,３週
江口英人 1,4,5週

２診 岡崎 敦 1,3,5週
竹元 暁 2,4週

午後 赤塚正洋 休 診 坂口 彰 金 俊男 岡崎 敦 1,3週
竹元 暁 2,4,5週

8 $
午前 木勢由利子 木勢由利子 早川賢治 保科真理 木勢由利子

及川哲平 1,3週
木勢由利子 2,4週
休診 5週

午後 木勢由利子 中川喜博 早川賢治 鈴木崇弘 尾内宏美

9:;<$
午前 大上麻由里 大上麻由里 大上麻由里 大上麻由里 小田桐恭子 大上麻由里
午後 大上麻由里 中 智美 大上麻由里 大上麻由里 関根基樹

	 = >
午前 原 正 鳴海裕之 荒瀬吉孝 木勢佳史

鳴海裕之 1週
木勢佳史 3週
原 正 4週

午後 木勢佳史 原 正 鳴海裕之
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国
府
祭
。
神
揃
山
に
て
行
わ
れ
る

座
問
答－

県
の
無
形
民
俗
文
化
財－
端
午
の
節
句
。
清
少
納
言
も

『

枕

草
子』

第
三
十
九
段
で
行
事
を
誉

め
称
え
て
い
る
。
現
存
し
な
い
行

事
も
数
多
く
み
ら
れ
、
想
像
を
し

て
み
る
が
、
今
い
ち
ピ
ン
と
来
な

い
。
こ
れ
が
ま
た
面
白
い
。(

尚)

船
頭
の
唄
は
正
調
う
ら
ら
か
に

芹
沢

徳
光

廃
校
を
知
ら
ぬ
記
念
樹
囀

さ
え
ず

れ
り

根
岸

君
子

花
冷
え
や
昨よ

夜べ

の
篝
の
燃
え
の
こ
る

相
原

白
蕗

鍬
立
て
て
俳
句
談
義
や
畑
う
ら
ら

飛
石

槿
花

陽か
げ

炎ろ
う

の
声
が
先
き
来
る
下
校
の
子

天
沼

子
平

車
座
に
な
り
て
固
ま
る
桜
冷
え

伊
藤

公
一

う
ぐ
い
す
や
鄙
び
し
宿
の
大
時
計

金
指

月
光

鏡
台
の
母
を
急せ

か
せ
る
入
学
子

岡
田
風
呂
釜

春
嵐
絵
馬
の
願
い
を
裏
返
す

松
本
美
智
子

表
札
を
確
め
て
ゐ
る
春
日
傘

山
本

朝
子

も
う
届
く
こ
と
な
き
母
の
蓬
餅

菅
沼

保
幸

花
辛
夷

こ
ぶ
し

ぬ
き
ん
で
て
ゐ
る
雑
木
山

露
木
て
る
子

子
供
等
の
遠
く
暮
し
て
蓬
摘
む

岩
田
美
代
子

春
愁
の
夕
べ
は
窓
を
開
け
し
ま
ま

浦
野

房
子

た
ん
ぽ
ぽ
や
円
空
仏

ほ
と
け

に
こ
や
か
に

並
木
み
ち
よ

鶯
の
主
な
き
屋
敷
朝
な
夕
な

原
野

楽
天

砂
抜
き
の
浅
蜊
さ
さ
や
く
厨
か
な

三
輪

恭
子

種
袋
最
後
の
作さ

く

に
差
し
て
終
ゆ

四
ッ
車
梢
月

春
嵐
朝
の
畝
の
流
れ
跡

千
葉

静
香

小
流
れ
を
く
の
字
に
曲
り
花
筏

金
子

つ
ぢ

春
嵐
天
地
の
境
な
く
な
り
し

宮
入

つ
る

囀
の
始
ま
っ
て
い
る
一
樹
か
な

菅
沼
う
め
の

う
ら
ら
か
や
山
の
稜
線
煙
立
つ

今
関

幸
代

風
が
来
て
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に
散
る
桜

松
村

信
篤

春
風
と
言
は
れ
お
ど
ろ
く
強
さ
か
な

皆
川
志
ん
ご

逢
う
は
嬉
し
別
れ
の
つ
ら
き
花
の
冷

倉
谷

節
子

や
れ
し
巣
の
一
部
と
な
り
て
餌
を
待
つ
蜘
蛛
は
暗
き
眼
し
て
ゐ
む

堀
江

照
子

都
道
府
県
名
を
順
に
並
べ
言
う
老
い
我
の
な
す
頭
の
体
操

宇
田
川
時
子

自
転
車
の
散
策
路
に
見
つ
け
た
る
蕗
の
と
う
一
つ
春
の
香
さ
そ
う

土
屋
ト
ミ
子

ひ
と
つ
ま
た
一
つ
と
食
べ
み
る
苺
狩
り
止
ま
ら
ぬ
不
思
議
赤
き
を
目
で
追
う

浜
田

寿
子

箒
桃
春
空
見
あ
げ
庭
に
咲
く
空
を
箒
い
て
は
花
び
ら
こ
ぼ
す

山
口

幸
子

バ
ー
ジ
ン
ロ
ー
ド
父
と
腕
組
む
わ
が
女
孫
を
見
つ
め
つ
自
ず
と
あ
ふ
る
る
笑
顔

山
根
喜
美
代

築
山
を
陣
取
り
春
を
先
が
け
て
咲
い
た
ミ
モ
ザ
の
幹
の
裂
け
い
る

亀
山

文
子

も
ど
り
来
れ
ば
玄
関
脇
に
置
か
れ
あ
る
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
花
束
や
さ
し
く
匂
う

安
藤

慧

春
は
こ
こ
霜
を
押
し
分
け
ふ
き
の
と
う
さ
み
ど
り
芽
ぷ
く
に
朝
光
の
差
す

川
島
惠
美
子

百も

々も

ち
ゃ
ん
と
呼
び
親
し
め
る
六
十
年
も
そ
の
名
の
ご
と
く
や
さ
し
き
友
よ

岡
元

芳
子

倒
れ
て
も
す
ぐ
立
ち
上
る
ス
ケ
ー
ト
の
選
手
の
健
脚
吾
も
持
ち
た
し

天
利

春
枝

還
暦
の
し
る
し
と
亡
夫
の
買
い
く
れ
し
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
よ
毎
日
使
う

三
留
と
く
子

時
に
鬼
心
に
た
の
み
堪
へ
し
こ
と
も
追
儺
の
豆
吾
は
供
へ
て
播
か
ず

杉
本

照
世


